
道路空間活用社会実験アンケート集計結果 

 

アンケート回収数：68 （うち、電子申請５件） 

 

【本日の道路空間活用社会実験に関する質問】 

設問１ 当会場を訪れた主なきっかけは何ですか？（択一式）【回答数：65】 

 

 

 

その他：近くの会社/スタッフでの参加/佐野商店さん紹介/友人の知らせ/黄金町の知り合いの

SNS で/13 日の炊出し訓練/近所/インスタで/運営として/ワークショップに誘われた/佐野本

店（おもちゃ問屋）に教えてもたった/運営のお手伝い/ゼミでイベントのスタッフとして参加/友

人に連れられて 

 

  



設問２ 今回の道路空間活用社会実験の取組の感想について、それぞれ項目別に記入してくだ

さい。（択一式） 

 

 

 

①チョークロード【回答数：67】 

 

②芝生のくつろぎ空間【回答数：66】 
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②芝生のくつろぎ空間

5 4 3 2 1

どのコンテンツも７５％以上が良かったと回答、実施したコンテンツはいずれも道路利活用

の取組として参加者に概ね受け入れられた。 

  ５ 良かった 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 良くなかった 

  ５ 良かった 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 良くなかった 



③昭和レトロあそび体験【回答数：64】 

 

④長者橋歴史パネル展【回答数：63】 

 

 

 

 

 

 

  

  ５ 良かった 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 良くなかった 

  ５ 良かった 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 良くなかった 



設問３ 今後も道路で賑わいを創出する取り組みを地域が主体となって継続して行うことにつ

いて、どのように思いますか？（択一式）【回答数：67】 

 

 

 

 

 

その他：自然景観への配慮。無料で楽しめる場所と。/公園の広場の方がいい 

 

設問４ 道路で賑わいを創出する取り組み（イベント等）を地域が主体となって検討する場があ

ったら、あなたはどうしますか？（択一式）【回答数：67】 

 

 

 

 

 

 

  

「非常によい」の評価が多かった。これまでに地域主体のちょい呑み横丁などの道路空間を

活用したイベントを継続して行っていることから、道路を利活用することに対して受け入れや

すい地盤があると考えられる。 

「ぜひ参加したい」、「時間があれば参加したい」の回答が約75％となっており、今後、地域が

道路の利活用に関する取組を進めるにあたって周辺の理解が得られやすい可能性がある。

また、地域による道路の利活用を継続的なものとしていくためには、検討の段階から主体的

に関わってくれるメンバーを増やすことが重要であるため、検討状況や取組を周辺に対して

周知し、地域活動への参画を促していくことが必要と考えられる。 



【大岡川沿い（長者町側）の歩道再整備について】 

設問５ 大岡川沿い（長者町側）の歩道再整備後の歩道空間に期待することは何ですか？ 

（重視したい内容を３つまで）【回答数：193】 

 

 

 

 

 

その他：元々、この地域に自然に育成する植物を/レンガなど出ているのが危ない/川を感じら

れる 

 

 

【大岡川沿い（長者町側）の現状の歩道利用について】 

設問６ 今回社会実験を行った大岡川沿い(長者町側)の歩道をどのくらいの頻度で利用しま

すか？（択一式）【回答数：65】 

 

 

 

  

「車を気にせず安全に歩くことができる」、「段差がなく、広々として、快適に歩くことができ

る」といった道路（歩道）自体のハード面に関する回答が多かったが、「楽しく歩ける」や「賑や

かさがある」など道路の利活用に繋がるような回答も比較的多く、様々なニーズがあった。 

社会実験に参加した方の約半数が日常的に大岡川沿い(長者町側)の歩道を利用していた。 



設問７ 今回社会実験を行った大岡川沿い（長者町側）の歩道周辺にどのような印象をお持ち

ですか。それぞれ項目別に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

①街並み・景観【回答数：64】 

 

②歩きやすさ【回答数：62】 

 

  

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 

全体として、緑や自然、桜に関する回答の評価が高く、大岡川と合わせて地域の個性になっ

ていると考えられる。 

道自体に着目すると満足度はそこまで高くないため、課題となっている。路上駐車やごみの

ポイ捨てをなくし、安心して歩けるよう、地域の個性を活かして地域が関わり、愛着を持てる

空間づくりが考えられる。 

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 



③道がきれいと感じられる【回答数：62】 

 

④緑・自然を感じられる【回答数：63】 

 

⑤春に桜を楽しめる【回答数：62】

 

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 



⑥子どもでも安心して歩ける【回答数：63】 

 

⑦道案内等はじめて訪れた人にやさしい【回答数：61】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 

  ５ 満足 

  ４ 

  ３ ふつう 

  ２  

  １ 不満 



【属性】 

１ 性別【回答数：65】 

 

２ 職業【回答数：65】 

 

３ 年代【回答数：64】 

 



４ 居住区【回答数：65】 

 
中区内：21 人 

 

市内（中区外）：35 人 

 

 

  



市外：８人 

 

 

５ 同伴者【回答数：65】 

 

子どもの人数：24 人 

 



６ 交通手段【回答数：65】 

 


